
問中央図書館　℡ 24-1507

「最後の頁を閉じた 違う私がいた」
第 75回 読書週間標語

【10月のおはなし会】

◆こども図書館（午前 10時 30分～）
2日土 おはなし玉手箱
14日木 ひよこのおはなしかい
16日土 むかしむかしのおはなし会

　

野
田
館
跡
は
、
八
郷
地
区
に
存
在
す
る
中
世

城
館
で
、
平
成
23
年
度
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

階
段
状
に
３
つ
の
曲く

る

わ輪
(
堀
や
土
塁
な
ど
で
囲

ま
れ
た
空
間
)
が
連
な
る
連
郭
式
の
構
造
を
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
、
農
道
建
設
に
伴
い
発
掘
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
中
段
の
曲
輪
に
つ
い
て
は
堀

や
土
塁
が
築
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
上
段
・
下

段
の
曲
輪
に
つ
い
て
は
そ
の
痕
跡
が
確
認
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
中
段
を
集
中
的
に
築
造
す
る

こ
と
で
相
対
的
に
３
段
に
見
え
る
よ
う
に
急
造

し
た
「
一
夜
城
」
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

16
世
紀
後
半
、
佐
竹
氏
は
府
中
城
の
大だ

い
じ
ょ
う掾
氏

と
一
時
的
に
手
を
結
び
、小
田
氏
を
攻
め
ま
す
。

八
郷
地
区
は
小
田
氏
勢
力
圏
に
あ
り
ま
し
た

が
、
野
田
館
は
大
掾
氏
の
府
中
城
、
佐
竹
氏
勢

力
下
の
宍
戸
氏
の
真
家
館
へ
と
通
じ
る
２
つ
の

街
道
の
交
差
点
近
く
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
野

田
館
は
、
大
掾
氏
・
佐
竹
氏
が
小
田
氏
の
勢
力

圏
で
あ
っ
た
八
郷
地
区
に
打
ち
込
ん
だ
楔く

さ
び

―
最

前
線
基
地
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
ふ
る
さ
と
歴
史
館
で
は
、
野
田
館
跡
を

は
じ
め
近
年
の
発
掘
調
査
成
果
を
紹
介
す
る
企

画
展
「
石
岡
を
掘
る　

総
ま
く
り
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

期
間
／
10
月
31
日
日
ま
で

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館
(
石
岡
小
敷
地
内
)

休
館
日
／
月
曜
日
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※※掲載しているイベント・休館日などの情報は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況に応じて中止また
は変更になる場合があります。最新の情報は図書館ホームページをご確認ください※※

イベント情報、資料検索・予約は図書館ＨＰで▶

【10月の休館日】
4 日月・11日月・18日月・25日月・28日木

▶
野
田
館
跡
の
全
景

曲輪Ⅰ

曲輪Ⅱ

曲輪Ⅲ

盛土し、
平坦面造成→

←土塁堀→

おすすめ！新着本

夏井いつきの俳句道場
夏井いつき／著

各メディアで活躍中の俳人
夏井いつきが、「むずかしい
俳句」へのアプローチを解説。
演芸家江戸屋小猫との対談で
は、動物俳句をとおして生き
物の季語と向き合います。

（NHK出版）

F ができない
升井純子／作

　ギターを始めた人ならだれ
でもぶつかる最初の壁「F」。
主人公の直大がギターを始め
たことを知ったクラスメイト
が、直大をバンドに誘い、担
任の先生も加わって・・・。

（文研出版）

10 月 27日から 11月 9日は読書週間
です。今年の標語に関連して、中央図書
館では特設コーナー「新しい自分にであ
う」を設置いたします。また、こども図
書館では「おたのしみハロウィンパック」
を貸出いたします。詳細は図書館ホーム
ページをご確認ください。



◆読者アンケートでいただいたご意見・ご感想をご紹介（一部抜粋）

・戦後76年未来へつなぐ世界への願い。戦争で家族を失う悲しみが伝わり、2度と起こっ
てほしくないと改めて思いました。（40代女性）
・石岡のイベントや見て欲しい内容をもっとわかりやすく簡潔にまとめてあると見やすくて
わかりやすいと思います。（20代女性）
・消費生活ホットラインとてもためになります。今後も情報お願いします。（50代女性）

たくさんのお便りありがとうございます♪今後ともお待ちしています（詳しくは裏表紙へ）

お便り紹介

俳
句

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

熱
帯
夜
柱
時
計
の
秒
刻
む

岡
野　

は
つ
子
(
小
幡
)

相
老
い
の
通
院
帰
途
の
か
き
氷

小
池　

さ
き
子
(
高
浜
)

御
巣
鷹
忌
惨
事
刻
ん
だ
腕
時
計

福
田　

泰
夫
(
東
光
台
)

や
わ
ら
か
な
嬰
抱
く
ご
と
く
桃
を
買
う

前
川　

豊
美
(
石
岡
)

や
さ
と
俳
句
会

茶
柱
に
ふ
と
呟
き
ぬ
今
朝
の
秋

山
崎　

景
子
(
瓦
谷
)

蛍
待
つ
闇
に
瀬
音
の
高
ま
り
ぬ

鈴
木　

邦
翆
(
下
林
)

玉
音
の
記
憶
新
た
に
終
戰
日

島
田　

美
沙
生(
嘉
良
寿
理
)

時
折
の
風
に
騒
め
く
稲
の
花

松
崎　

淑
子
(
細
谷
)

川
柳

い
し
お
か
川
柳
会

「
も
ー
い
い
か
い
」ワ
ク
チ
ン
注
射「
ま
ー
だ
だ
よ
」　

醍
醐　

正
夫(
東
大
橋
)

主
婦
業
を
主
夫
に
譲
っ
て
ホ
ッ
と
す
る　
　

北
白
川　

令
(
石
岡
)

巣
ご
も
り
へ
飽
き
て
途
中
の
斜
め
読
み
　

髙
橋　

房
子
(
小
幡
)

短
歌

石
岡
短
歌
同
好
会

田
村　

満
佐
(
南
台
)

妹
と
生
き
て
見
よ
う
と
約
束
の
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
は
は
じ
ま
ら
む
と
す

大
嶋　

全
江
(
高
浜
)

時
折
り
に
来
り
来
る
子
と
ス
ー
パ
ー
へ
品
定
め
せ
し
守
ら
る
る
ご
と

木
間
塚　

具
子
(
井
関
)

十
年
の
時
を
過
ご
し
た
母
の
小ま

豆め

無
事
に
発
芽
し
黄
の
花
つ
け
る

俚
謡
(
都
々
逸
)

石
岡
俚
謡
会

福
田　

泰
夫
(
東
光
台
)

墓
標
崩
れ
て　

夏
草
茂
り　

御み
た
ま霊
哀
れ
と　

手
を
合
わ
す

助
川　

浩
史
(
府
中
)

慣
れ
て
来
た
け
ど　

何い

つ時
ま
で
続
く　

縁
が
切
れ
な
い　

夏
マ
ス
ク

篠
原　

美
千
代
(
国
府
)

ホ
タ
ル
可
愛
や　

雨
戸
を
照
ら
し　

独
り
暮
ら
し
を　

パ
ト
ロ
ー
ル

惣
野
代　

英
子(
東
石
岡
)

可
愛
い
坊
や
は　

み
ん
な
の
宝　

す
ま
し
笑
顔
で　

口
達
者

前
島　

く
に
子
(
貝
地
)

雨
戸
開
け
れ
ば　

お
天
道
様
が　

に
っ
こ
り
笑
顔
で　

ご
挨
拶

小
川
野　

蛙
(
府
中
)

庭
の
茗
荷
を　

刻
ん
で
蕎
麦
と　

ビ
ー
ル
私
の　

夏
開
き

田
村　

こ
ま
く
さ(
鹿
の
子
)

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン　

接
種
を
終
え
て　

暑
さ
乗
り
切
る　

力
湧
く

暁　

夢
華
(
総
社
)

藍あ
い

の
浴
衣
に　

真
っ
赤
な
鼻
緒　

暑
さ
吹
っ
飛
ぶ　

夕
涼
み

秋
野　

も
み
じ
(
南
台
)

夏
の
暑
さ
に　

負
け
て
は
な
ら
ぬ　

朝
の
散
歩
だ　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

荒
井　

幸
子
(
山
崎
)

コ
ロ
ナ
禍
の
憂
い
抱
へ
て
手
探
り
の
五
輪
終
り
ぬ
猛
暑
の
中
に

伊
能　

政
子
(
大
砂
)

す
ぎ
る
日
に
子
ら
と
遊
び
し
北
の
海
辺
に
今
も
咲
け
る
や
浜
昼
顔
は

羽
生　

俊
(
柴
内
)

卒
寿
こ
え
な
に
も
出
来
ぬ
身
呆
け
予
防
句
を
書
く
も
良
し
余
生
過
ご
す
し

関
根　

貞
臣
(
若
宮
)

ワ
ク
チ
ン
接
種
コ
ロ
ナ
も
そ
ろ
そ
ろ
終
息
の
こ
ろ
な
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